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もう、悩まない！『石原健の HOTEL LOVERS』

できない、自分は周りの方々に支えてい

ただいているからこそ働けているのだとい

うことを痛感したのです。

石原　私もそんな時代がありました。自分

がとってきているんだという気持ちが強す

ぎてしまい、周りのことが見えていません

でした。そんなとき、当時の GM に呼ば

れ“ホテルは宿泊と料飲が軸であり、営

業はサポートに過ぎないんだ”と。宿泊と

料飲のスタッフが気持ちよく仕事ができる

よう配慮をしなくてはならないことを20 代

の後半に忠告されました。

三賀　復帰後、病気から学んだことを胸

に仕事に取り組みましたが、これを機に

心機一転、新しい仕事にチャレンジしたい

と思っていたところ、家族ぐるみのお付き

合いをしていた建設業界の社長からお声

を掛けていただき、大病後の体のリハビ

リも兼ねて建設業界に転職したのです。

大手・中小のゼネコン営業や現場管理

者としてホテルやオリンピック関連の施設、

マンションや商業施設の建築に携わりまし

た。人手が足りないときには現場作業に

もかかわり、素人ながらに施工も行なっ

ていました。この経験により結果としてか

ずさやの設備運用やメンテンナスに大い

明治 24（1891）年、『上総屋旅館』として東京・日本橋に創業した『ホテルかずさや』、創立 130 年を迎えた。初代は
長野出身、当時、絹製品の素となる養蚕で財を成し、東京で旅館を経営することを夢みて上京、上総屋旅館の亭主に
出会い、故郷の財産をすべて処分し、以来、今日まで宿泊業を営んでいる。2020 年夏、ホテル新築により新規オープン。
今回は大病を患い、いっときはホテル業界から離れたものの、“ 笑顔 ” あふれるホテル業の魅力を再認識し、『新生か
ずさや』とともに新たなホテル人生を踏み出したのが三賀雅仁支配人にお話を伺った。

に役立つことになったのです。と同時に、

3 年間、外から見たホテルという仕事にさ

らに魅力を感じるようになったのです。

石原　現場から見てホテル業界はどのよ

うに映ったのですか。

三賀　ホテルにいらっしゃるお客さまとの

対話や、そこから生まれる笑顔を見ること、

また、そういったお客さまの笑顔を見るこ

とで自分自身も笑顔になれる。私はそん

な仕事が大好きなのだということに気づか

されたのです。

地元小学校に向けた
「花育」や胡蝶蘭風呂など実施

石原　そして創業 130 年の歴史あるホテ

ルの新装オープニングメンバーの一員とし

て再挑戦されたのですね。

三賀　『新生かずさや』は 154 室の客

室と直営レストラン1 店舗、1 宴会場、

大浴場を備えています。江戸の伝統を引

き継ぎ、お客さまをお迎えする宿泊業に

携わってこられたことを慶びとし、4 代目

工藤社長がけん引しています。工藤社

長は地域とのつながりをとても大切にして

います。その思いを胸に日本橋地区の

小学生の子どもたちに向けた「花育」の

イベントを行なったり、話題性という点で

は胡蝶蘭をふんだんにお風呂に浮かべた

「胡蝶蘭風呂」や、創業者が長野出身

というつながりから「リンゴ風呂」を開催

したりと、さまざまな取り組みをしています。

石原　地域との共生にホテルが積極的

に取り組むことは、地域活性化のために

も素晴らしい試みです。最後にひと言、

熱い思いをお聞かせください。

三賀　歴史ある日本橋の地で、古くから

築いてきた老舗企業との連携をさらに生

かして、地域活性化の一助となるホテル

を作っていきたいと思います。ホテルに

いらしてくださるお客さまには、ホスピタリ

ティあふれるおもてなしの心で「くつろぎ

の時
と き

間」をお過ごしいただける温かな場

所を提供し、地域からもお客さまからも愛

されるホテルを目指していきたいと思いま

す。

石原　大病をきっかけにホテル業界の魅

力を再発見されたことは大きな収穫だった

と思います。笑顔を大切にこれからのさら

なるご活躍期待いたします。

㈱ホスピタリティ デザイン 横浜
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ホテルかずさや
支配人
三賀 雅仁 氏
〒103-0023 東京都中央区日本橋本町4-7-15
URL：https://www.h-kazusaya.co.jp/

転職で気づいた“お客さまの笑顔を見ることで
自分自身も笑顔になれる”ホテル業の魅力

～歴史ある日本橋の地で老舗企業との連携をさらに生かした地域活性化を～

ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホ

テルで行なっていた団体の賀詞交歓会

に 3 年間も参加し続け、ついには顧客

のハートをつかまれたこともありましたね。

三賀　お客さまにホテルを選んでいただ

いたことは本当にうれしかったです。とこ

ろが、そのお客さまの新年会のときです。

年末年始の多忙な中、私が体調を崩し

てしまったのです。体調がよくないことは

気づいていましたが、お客さまから“顔

色が良くないから帰りなさい”と言われ帰

宅したところ、そのまま倒れて 2ヵ月半の

入院となりました。髄膜炎でした。結果、

以来、約 1 年の休職を経て復帰し、宴

会予約を約 5 年担当し、数々のホテルイ

ベントに携わりました。

建設業で学んだ設備運用やメンテンナス

石原　復帰されたあと、いったんホテル

業界を離れましたね。

三賀　ホテル最前線の営業として仕事

に打ち込んでいた矢先に大病に伏し、自

身、フラストレーションも感じましたが、病

気のおかけで気づかされたことがありまし

た。それは家族、上司、同僚への感謝

の気持ちでした。仕事は決して一人では

ホテル業を決めた旅館に務めていた
父の姿

石原　三賀支配人との出会いは私がヨ

コハマ グランド インターコンチネンタル ホ

テルに務めているときでした。当時の横

浜のホテル群は法人営業などでどうして

も東京に勝てない状況でした。そんなと

き、東京に負けないホテルセールスをしよ

うとHSN（ホテル・セールス・ネットワーク）

会を立ち上げ、その会合に参加するメン

バーの一人に、当時は横浜ベイシェラトン 

ホテル＆タワーズの営業を担当されていた

三賀支配人がおられました。以来からの

おつきあいとなるのですが、はじめに、そ

もそもホテル業界の道を選ばれた経緯を

お聞かせください。

三賀　きっかけは父が旅館に務めていた

ことです。父は富山の旅館で働いていた

のですが、幼いころより父が働いている

姿を見て、楽しそうだなと思い、自分がホ

テルマンとして働く姿を漠然とではありま

すが、心に描いていました。人と話すこ

とが大好きで、幼いころより人を喜ばせた

り楽しませることを考え、実際に行動する

ことが大好きでした。その結果が今の職

業につながったんだと思います。学生時

代の就職活動でもホテル業界以外は興

味がありませんでした。

石原　横浜時代は営業マンとしてはライ

バルでした。私はお弁当やコーヒーの発

注など細かなケータリングの受注も含めて

年間 650 件の担当記録がありますが、

三賀支配人も年間 380 件の宴席を獲得

されたという、素晴らしい実績をお持ちで

す。三賀支配人はライバルホテルである
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